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国際政治Ⅳ         開発のグローバルガバナンス 

                                        阪口 功（学習院大学） 

0. 開発はグローバルな公共財か？ 

 

１. 途上国の制約条件と援助 

(1) 途上国の制約条件 

① 技能の制約：組織管理能力、経営能力、技術力、技術水準から見たマンパワーの不足。 

② 貯蓄の制約：恒常的な貯蓄・投資ギャップの存在。(民間部門では所得水準の低さ、政府部門では税収の不足がその原因) 

③ 外貨の制約：開発計画を進めていく上で必要な財・サービスを輸入するための外貨が不足。 

(2) 援助 

・ ODA：[             ]が25%以上のものがODAに該当。(通常の商業条件では0%、贈与では100%) 

・ OOF（その他の政府資金）：[             ]25%以下のもの。 

 

２．国際援助機関 

(1) 世界銀行 

① [          ](第一世銀)： 

・ 貸付金利は高めで、市場金利に連動するハード・ローン。返済期間は15年から20年。 

②  [          ](国際開発協会、第二世銀)：1960年設立 

・ 一人当たりのGNPが885ドル以下の国だけを対象にした金利ゼロのソフト・ローン。 

・ 返済期間も35年から40年と非常に長い。貸出総額は IBRDの半分程度。 

③  世界銀行と協調融資 

・ 世銀の融資案件の半分で協調融資(各国の援助省庁、地域開発銀行、輸出信用機関、民間金融機関) 

・ 協調融資では「世銀調査への信頼」を前提に行われるため融資案件の詳しい調査は行われない。 

(2) 地域開発機関 

・アジア開発銀行、アフリカ開発銀行、米州開発銀行など 

(3)  その他 

・国連開発計画：国別に開発のマスタープランの作成。開発事業の企業化調査。[         ]の概念を提起 

・OECD 開発援助委員会(DAC)：援助の質と量の改善のために指針(環境配慮、参加型開発、ジェンダーなど)を設定し、提

起的にpeer reviewを実施。 

 

３．二国間援助 

(1) アメリカ 

・ 米国国際開発庁（USAID） 

・ 米国の世界戦略と密接な関係 
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・ 主な援助国：中欧、ラテンアメリカ諸国、イスラエル、エジプト、トルコ、フィリピン、パキスタンなど。 

(2) 日本： 

・ 被援助国から援助国へ → 「自助努力」を重視したため「贈与比率」が低く、受け入れ国の「要請主義」に基づく 

・ 1991-2000年まで世界一位の援助国 

・ 経済戦略的要素が強い：資源獲得、工場移転のためのインフラ整備。アジア中心（6割） 

・ JICA：技術協力、無償資金協力 

・ JBIC：途上国向けの資金協力である「円借款」とOOF（輸出金融、海外投資金融）を担当。 

(3) 英仏： 

・ 旧植民地諸国への援助の比重が大きい 

・ フランス：フランス開発庁（AFD）、フランス語と文化の普及が約半分を占める。 

・ イギリス：国際開発局（DFID）、最貧国の比重が高い、贈与を原則。 

(4) 北欧諸国・オランダ： 

・ 貧困緩和、人権・民主主義の促進、環境・エイズ対策などに力点 

・ 最貧国の比重が高い 

・ GNIに対する援助比率が1%前後と高い 

※ 戦略的要素が弱く、明確な「理念」に基づく援助 

 

４．NGOによる援助： 

(1) NGOとODAの補完的関係 

・ ODAは大規模かつ広範囲に影響を及ぼしえる。その一方で、公的事業である関係上機動性、柔軟性に欠ける。 

・ NGOは行政機構をバイパスし、直接市民にアクセスするため、機動的に、柔軟に、きめ細かいアプローチが可能。 

(2) ODAとの連携 

① 対等： 

・ ODAとNGOが共通の目的達成のために、それぞれ独自の資金で活動しつつ連携。 

② 下請的： 

・ 先進国の政府機関がODA予算などを使って、自国のNGOや途上国のNGOに対して、事業活動資金や組織運営資金

を補助するもの。日本政府による草の根無償援助など。 

③ コンサルタント的： 

・ ODAの準備、審査、管理、評価、政策提言などのために、先進国政府機関がNGOを雇用してその能力、経験を生か

したり、円借款を利用して途上国政府がNGOを雇用し、事業実施の充実・強化を図るもの。 

 

５. 開発援助レジームの始動期(1944～60年) 

(1)  [                ]会議(1944年) 

・ IBRDの設立で合意。ただし「開発」よりも「復興」に関心。(当時は途上国の数が極めて少なかった) 
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(2) マーシャルプラン(1947年発表) 

・ 援助総額(48~51年)は102億ドルを超え、しかも9割が贈与。(アメリカのGNPの2%以上) 

・ 95%の資金は英、仏、西独などの欧州先進国に。ODAというよりも戦略的色彩(防共)の強い経済協力。 

(3) 封じ込めからポイント・フォア提案 

① 封じ込めの手段としての途上国援助 

・ トルーマン演説(1947年)：ギリシャとトルコへの支援(4億ドル)。 

② ポイント・フォア提案：1949年トルーマン大統領就任演説(第2期) 

・ 「低開発地域」の改善と成長のために技術協力に加えて投資の促進の必要などを説く→途上国への「開発」援助の開

始 

※ 冷戦の論理下における米国を中心とする一方的な支援の枠組み 

 

６. 開発援助規範の成立(1960～70年代) 

・ 冷戦的な援助競争から先進国の責務
．．

としての開発援助へ(貧困そのものの緩和が目的に)。（共産主義拡大防止の意味も） 

(1) 国連開発の10年：(1961年国連総会) 

・ ケネディ大統領が1960年代を「開発の10年」とすることを提案。年率5%の経済成長を目標に設定。 

→アメリカ援助の黄金時代(世界の援助総額の2/3)、ビック・プッシュ・モデルに基づく。※[                   ]を仮定

(2) 第二次国連開発の10年(1970年) 

・ 経済成長率は年率6%、75年までにODAをGDPの0.7%に。 

(3) [                     (BHN) ]：(トッリクル・ダウン効果への疑念から登場) 

・ BHNは、貧困層に対して生活必需品や基本的な社会サービス(医療、保険、教育など)を提供することを重視。 

・ アメリカが対外援助法を改正(73年)し、社会セクターと貧困層に終点を絞った援助の方向性を打ち出す。 

・ マクナマラ世銀総裁演説(73年)：絶対的貧困への対処としてBHNを重視する開発戦略を打ち出す。(78年から実施) 

※ アメリカがBHNを打ち出した理由は？ 

 

７．開発援助レジームの変質：構造調整アプローチの登場(1980年代) 

(1) 背景 

・ 1980年代に入り、累積債務危機が発生。(石油価格の上昇、一次産品価格の低下、金利の上昇)  

→ 世界的な国際金融危機の恐れ。事態は IMF(短期的な国際収支面の支援を担当)だけでは対応できないほど深刻。 

(2) 世銀の[               (SAL) ]： 

・ SALでは、資金提供の見返りに「経済改革プログラム」を導入して途上国側の経済運営を改善させ、これを通じて経

済の体質を改善させようとする。事前に融資の実行に必要な要件、つまり[         ]が明記されている。 

（IMFでも構造調整ファシリティ：SAFと呼ばれるSAL同様のプログラムが1986年導入される） 

※ 構造調整アプローチは、貧困の削減プログラムというよりも債務の返済の確実化
．．．．．．．．．

のためのプログラムに近い。 

(3) 構造調整アプローチの問題点 
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① 途上国は納得しないままに改革プログラムに同意。→不満があるので所定の効果が上げにくい。 

② 短期(3年)で抜本的な解決を図る「ショック療法」。大きな社会的混乱を招き、それが経済的混乱を悪化させる恐れ。 

③ 市場メカニズムが機能するためには、様々な条件(所有権を含む法制度)が必要。 

 

８．世銀の開発哲学のソフト化：構造調整アプローチの修正 

(1) 社会的弱者への対処：コナブル総裁(1986.7~) 

・ 構造調整プログラムに社会的弱者への影響を緩和するための措置「セーフティネットの強化」を組み込む。 

① 「コンディショナリティとしての社会セクター改革」： 

公共支出プログラムの改善(基礎教育、地方インフラ整備、貧困者向けのマイクロファイナンス)、失業対策(失業保険

の給付、職業訓練の実施置など) 

② 「別プロジェクトによる対応」： 

貧困層をターゲットにした食料・栄養・保健プログラムなどの拡充、公共事業による雇用創出プログラムの実施、社

会投資基金の設立。 

(2) 数から質へ：プレストン総裁(1991.9~) 

○ ワッペンハウス報告書(1992年) 

・ 不満足（つまり失敗）とランクづけられたプロジェクトは1981年度の15%から91年度には37.5%に増加。 

・ 報告書は世銀が掲げる貧困撲滅の目標達成に失敗していることを認める。→世銀の業務改革 

(3) [           ]の是正とグッド・ガバナンス：ウォルフェンソン総裁(95.6から) 

① [                      ]の是正： 

・ 途上国政府と他の開発パートナーのニーズを迅速に掴むために海外事務所に大幅な権限委譲。 

② オーナーシップ(主体性)とパートナーシップの重視→包括的開発フレームワーク(CDF) 

③ グッド・ガバナンス：援助の効果は、途上国政府のガバナンスの質により大きく左右される。 

※ 1990年代に入り民間融資＞公的資金（ODA）→ 世銀・IMFの構造調整融資が民間融資の呼び水の働き 

 

９. 債務救済 

・ 構造調整プログラムが成功したのは一部のアジア諸国のみ。他の国々、特にアフリカでは貧困がむしろ悪化。 

(1) [              ](債務帳消しキャンペーン) 

・ 1990年にアフリカ・キリスト教協議会の呼びかけにより始まる。ターゲットは、世銀、IMF、先進国など。 

・ 国連の推計では、この債務が原因で死ぬ子供は年間700万人以上。 [人権規範に接ぎ木] 

(2) 債務救済の第一段階：二国間債務の救済 

(1) トロント・スキーム(88年トロント・サミット)：重債務「最貧国」の債務の33%削減、最長25年繰り延べ。 

(2) ヒューストン・スキーム(90年ヒューストンサミット)：重債務「低中所得国」の債務を最長20年間繰り延べ。 

(3) 新トロント・スキーム(91年ロンドンサミット)：重債務「最貧国」の債務50%削減、最長30年繰り延べ。 

(4) ナポリスキーム(94年ナポリサミット)：重債務「最貧国」の債務67%削減、最長40年繰り延べ。 
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(3) 債務救済の第二段階：多国間債務に救済対象を拡大 

① リヨン・スキーム(96年6月リヨンサミット)： 

・ 重債務貧困国（HIPCs）の2国間債務の80%削減。 

・ 重債務貧困国（HIPCs）の国際金融機関に対する債務負担の軽減を含む包括的な債務救済計画を策定することで合意。 

② HIPCsイニシアティブ(96年、世銀・IMF年次総会) 

・ 世銀は「HIPCs信託基金」を設立（多国間債務救済に充当）し、重債務貧困国の債務負担を持続可能な水準に引き下げ 

・ IMFは譲許性を高めた特別な「ESAF（拡大構造調整ファシリティ）」を創設 

・ 債務の削減を受けるには、構造調整プログラムを履行し、世銀と IMFの理事会の承認を受ける必要。 

③ 拡大HIPCsイニシアティブ(1999年、世銀・IMF年次総会) 

・ 構造調整プログラムの履行条件を緩和。 

・ 「貧困削減戦略(PRSP)」の作成・提出：浮いた資金が軍事費や非生産的用途に使われることを防止するため。 

※ 債務救済は応急措置であり、それだけでは貧困は解消されない。貯蓄投資ギャップ、人材の不足。 

 

１０．ミレニアム開発目標（MDG、2000年ニューヨーク） 

・ 国際会議で採択された目標を統合し、1日収入が1米ドル未満の人口比率を2015年までに半減など、具体的目標設定。 

・ 定期的に進捗状況レポート発表 

 

１１．なぜ援助をするのか 

(1) リアリスト 

・ 援助は国益（生存）を確保するための一手段。安全保障上重要な国に集中。構造調整アプローチ。 

(2) ネオリベラリスト 

・ 貧困国の発展は先進国にとっても利益となる(輸出先として、また生産拠点として)。貿易相手国に偏重？ 

(3) 社会構成主義 

・ 規範の効果を見なければ援助レジームの発展を理解できない。贈与比率の上昇、援助の提供先の変化。対GDP比率は？ 
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 図2：アメリカ対外援助動向(地域）
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出典）U.S. Overseas Loans and Grants, various yearsより筆者作成。

注１）1946-48, 1949-52, 1953-61の値は年平均値。

注２）地域区分は2002年の分類に準ずるものとする。

二国間援助と貿易の関係（国別）
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